
在宅医療と介護の連携
～ナラティブ・ブック秋田～

秋田県由利本荘医師会の取組み
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在宅で療養する患者等が、最適な医療や介護サー
ビスを受けられるよう、患者本人の日頃の生活や行
動、考え方（生き方・死に方・死生観や宗教観）など
の情報を本人と家族と医療機関・介護従事者の間で
共有するための仕組み。

ナラティブブックとは…

その人の物語りを綴るＩＣＴ自分手帳のこと

※「ナラティブ」＝（英）物語
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インターネットコミュニケーションツールを活用して、患者自身が自分の
情報を管理し、信頼できる地域の医療・介護・福祉関係者が持っている情報
を集約して情報を共有するクラウドサービス。
本人に係る情報は、本人、ご家族そして医療福祉介護従事者がモバイル端

末（パソコンやタブレットなど）を使い入力することで、タイムリーに共有
をすることが可能

ナラティブブック秋田とは
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家族や医療
機関を登録

もらったお薬情報を
写真撮影して登録

本人の日常
を日記の
ように記載
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遠距離の家族や
親せきともつながる
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将来の夢（治ったら○○
がしたい）とか既往症
などの必要な情報を入力
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記録（本人の書いた記
事や写真）を実際の本
（紙）にもできる

⇒残された家族の
思い出として
ずっと
持ち続けられる
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「ナラティブ・ブック」の取組みは、グッドデザイン賞２０１８でベスト100及び
特別賞としてグッドフォーカス賞（地域社会デザイン）を受賞しました


